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コラム

全空連の半世紀と「かぐや」
「かぐや」の特長のひとつは、全日本空手道連盟（全空連）女性会員のみなさま一人ひとりに、直接
届けられていることです。

全空連が発足したのは、1964年４月のことでした。
流派の垣根を越えた一つの「組織」ができ、制度が整備され、現在にいたります。
その仕組みのもと、区郡市から全国まで大小さまざまな規模の競技大会や審査会が実施され、私たち
会員は「生涯空手」にたずさわっています。
発足から半世紀の間に先人たちが築いてきた土壌が、私たちの足元にあるのです。

この「かぐや」も、46年前から現在、そして将来へと受け継がれていく全空連の歴史の一端です。
それはつねに読者――全空連会員のみなさまと一緒に担っているものであることを、強く感じます。
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present
ご意見・ご希望をくださった方の中から抽選で、
「かぐや」オリジナルタンブラーをプレゼントいたします。
（メールにてご連絡いたします）

空手が大好きな、働く女性を
イメージしたデザイン

「かぐや」ではみなさまからのメールをお待ちしています！

〈必要事項〉
①お名前　②年齢（任意）　③性別　④空手歴（流派、会派、経験、
段位など）

〈みなさまからの声〉
・「かぐや」を読んでいかがでしたか。
・今後、どのような記事が読みたいですか。
・空手道に関して知りたいことがあればお知らせください。

〈メールアドレス〉
kaguya-dk-karatedo@japan-sports.or.jp

〈今号の表紙〉宇佐美 里香さん
第 20回世界空手道選手権大会（2010年10月＝写真）女子個人形
第３位。11月に中国・広州で開催された第16回アジア競技大会で
は優勝、試合の模様がテレビニュースなどでも紹介された。

　

会
派
の
重
鎮
た
ち
が
集
ま
り

　

空
手
界
の
大
同
団
結

　

現
在
、
全
国
47
都
道
府
県
空
手
道
連
盟
や
各

会
派
団
体
（
剛
柔
会
・
糸
東
会
・
日
本
空
手
協
会
・

連
合
会
・
和
道
会
・
錬
武
会
）、
各
競
技
団
体
（
中

学
校
連
盟
・
高
体
連
空
手
道
部
・
学
生
連
盟
・

実
業
団
連
盟
）
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
全
日
本
空

手
道
連
盟
（
以
下
、
全
空
連
）
で
す
が
、
そ
の

設
立
は
今
か
ら
46
年
前
の
１
９
６
４
（
昭
和
39
）

年
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
は
各
会
派
団
体
が
中
心
に
活
動
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
に
全
国
大
会
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
し
た
が
、
流
派
会
派
の
垣
根
は
高
く
、

お
互
い
に
交
わ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

し
か
し
１
９
５
７
（
昭
和
32
）
年
に
大
学
生

が
中
心
と
な
っ
た
全
日
本
学
生
空
手
道
連
盟
が
、

初
め
て
流
派
会
派
の
垣
根
を
越
え
た
全
日
本
学

生
選
手
権
大
会
を
開
催
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

空
手
道
の
大
同
団
結
の
気
運
が
高
ま
り
ま
す
。

　

全
国
を
統
括
す
る
空
手
道
の
組
織
の
必
要
性

に
せ
ま
ら
れ
、
国
会
議
員
の
武
道
経
験
者
で
構

成
さ
れ
る
武
道
議
員
連
盟
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も

あ
り
、
各
会
派
の
代
表
者
た
ち
が
一
堂
に
集
ま
っ

て
全
日
本
空
手
道
連
盟
の
設
立
に
動
き
出
し
ま

２
０
０
９
年
11
月
、
東
京
・
辰
巳
に
待
望
の
日
本
空
手
道
会
館
が
会
員
の
皆
さ
ん

の
寄
付
に
よ
っ
て
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
実
に
全
日
本
空
手
道
連
盟
（
以
下
、
全
空

連
）
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
45
年
の
月
日
が
経
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
全

空
連
に
は
ど
ん
な
歴
史
が
あ
り
、
ど
ん
な
道
の
り
を
歩
い
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
し
て
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
全
空
連
と
関
わ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で
は

１
９
６
４
年
の
全
空
連
設
立
の
い
き
さ
つ
と
、
そ
の
道
程
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

し
た
。

　

主
だ
っ
た
会
派
の
代
表
者
た
ち
が
会
合
を
開

い
て
一
致
団
結
し
よ
う
と
い
う
意
見
に
合
意
し
、

１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
４
月
、
当
時
の
早
稲

田
大
学
総
長
の
大
浜
信
泉
氏
を
会
長
、
小
幡
功

氏
を
理
事
長
と
し
て
全
日
本
空
手
道
連
盟
が
発

足
。
そ
の
後
、
江
里
口
栄
一
氏
が
理
事
長
に
就

任
し
、
笹
川
良
一
氏
が
会
長
に
就
任
。
さ
ら
に

１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年
に
は
財
団
法
人
の
認

可
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
原
型

　

昭
和
44
年
に
第
１
回
全
日
本
大
会
が
開
催
さ

れ
る
の
で
す
が
、
実
は
そ
の
１
年
前
に
メ
キ
シ

コ
で
開
催
さ
れ
た
第
19
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

を
記
念
し
た
空
手
道
の
国
際
大
会
が
行
わ
れ
、

そ
こ
に
全
空
連
と
し
て
初
め
て
の
全
日
本
代
表

選
手
（
村
上
邦
夫
、
三
浦
捷
之
、
山
上
昌
義
、

大
石
武
士
、
田
畑
裕
吉
、
柳
田
俊
介
、
藤
井
荘
三
）

を
派
遣
し
、
こ
れ
が
現
在
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー

ム
の
原
型
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
１
回
全
日
本
大
会
が
開
催
さ
れ
た
昭
和
44

年
、
笹
川
良
一
会
長
が
フ
ラ
ン
ス
を
訪
れ
た
際

に
、
フ
ラ
ン
ス
連
盟
と
の
会
談
で
世
界
大
会
開

催
が
議
題
と
な
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
連
盟
は

［メイントピック］

1975 年、第 3 回世界大会へ臨む選手団。

全空連の歩んだ
46年の道のり
全空連の歩んだ
46年の道のり
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昭和 45 年 10 月 10 日、日本武道館にて行われた第１回世界大会。高松宮妃の臨席を仰ぐ（前列左から 4 人目）。その後ろは江里口栄一専務理事。
笹川良一会長（前列右から 3 番目）と静江夫人（同 2 番目）。

第
１
回
大
会
を
自
国
で
開
催
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
し
た
が
、そ
の
フ
ラ
ン
ス
を
抑
え
て
、翌
年
、

日
本
で
世
界
大
会
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。

　

日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
た
第
１
回
世
界
大
会

は
男
子
の
個
人
組
手
と
団
体
組
手
の
２
種
目
が

行
わ
れ
33
カ
国
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

日
本
は
団
体
戦
に
５
チ
ー
ム
が
出
場
（
Ａ
チ
ー

ム
間
山
統
正
監
督
・
Ｂ
チ
ー
ム
荒
川
通
監
督
・

Ｃ
チ
ー
ム
根
岸
雄
一
監
督
・
Ｄ
チ
ー
ム
原
田
彪
太

郎
監
督
・
Ｅ
チ
ー
ム
庄
司
寛
監
督
）
し
て
、Ｅ
チ
ー

ム
が
優
勝
。
さ
ら
に
会
場
を
大
阪
に
移
し
て
行

わ
れ
た
個
人
戦
で
は
当
時
、
慶
應
義
塾
大
学
の

学
生
だ
っ
た
和
田
光
二
選
手
と
同
じ
く
東
洋
大

学
の
学
生
だ
っ
た
高
田
茂
選
手
が
出
場
し
、
和

田
選
手
が
優
勝
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

大
会
前
に
は
世
界
各
国
の
空
手
道
連
盟
が
集

ま
り
世
界
空
手
連
合
（
Ｗ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
＝
世
界
空
手

連
盟
Ｗ
Ｋ
Ｆ
の
前
身
）
が
発
足
し
、
こ
の
記
念

す
べ
き
第
１
回
世
界
大
会
が
行
わ
れ
た
の
で
す
。

　

社
会
的
認
知
を
得
た
空
手
道
の
国
体
参
加

　

１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
に
は
（
財
）
日
本
体

育
協
会
に
加
盟
し
国
体
参
加
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
競
技
団
体
と
し
て
世
の
中
か
ら
高

い
認
知
を
得
る
た
め
に
国
体
に
は
強
く
参
加
し

た
い
と
い
う
希
望
が
あ
り
、
こ
の
た
め
し
ば
ら

く
の
間
、
全
日
本
大
会
を
国
体
開
催
地
で
国
体

と
併
せ
て
開
催
し
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
１
９
７
８
（
昭
和
53
）
年
の
第
６
回
全

日
本
大
会
（
長
野
国
体
開
催
）
で
は
国
体
採
用

を
視
野
に
入
れ
、
組
手
競
技
を
階
級
別
で
行
う

試
み
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
何
と
そ
の
ク
ラ
ス

分
け
は
現
在
の
体
重
別
で
は
な
く
「
身
長
別
」

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
や
り
方
で
行
わ
れ
た
の
で

す
。

　

空
手
道
の
組
手
競
技
は
体
重
よ
り
も
身
長
の

高
低
の
方
が
影
響
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
当
時
の

考
え
方
が
反
映
さ
れ
た
出
来
事
で
し
た
。

　

こ
の
身
長
別
ク
ラ
ス
分
け
は
こ
の
長
野
大
会

一
回
き
り
で
終
わ
り
、
翌
年
か
ら
は
現
在
の
よ

う
な
体
重
別
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
１
９
７
９
（
昭
和
54
）
年
の
宮
崎

国
体
に
は
39
都
道
府
県
が
参
加
し
、
昭
和
55
年

の
栃
木
国
体
に
は
44
都
道
府
県
が
参
加
と
回
を

重
ね
、
と
う
と
う
１
９
８
１
（
昭
和
56
）
年
の

滋
賀
国
体
で
国
体
種
目
と
し
て
正
式
採
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
時
に
全
国
の
47
都
道
府
県
の
空
手
道
連
盟

が
す
べ
て
加
盟
し
、
こ
れ
で
全
国
の
都
道
府
県

が
揃
っ
て
全
空
連
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
国
体
と
全
日
本
大
会
を
分
け
て
開

催
す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
の
よ
う
な
か
た
ち

に
落
ち
着
い
た
の
で
す
。

　

公
認
資
格
、
指
定
形
の
登
場

　

一
方
、
資
格
制
度
の
方
も
次
第
に
整
え
ら
れ

て
い
き
、１
９
７
３
（
昭
和
48
）
年
に
は
千
葉
県
・

勝
浦
の
日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
初
の

指
導
員
講
習
会
が
開
催
さ
れ
１
４
４
名
が
参
加
。

空
手
以
外
に
も
体
育
理
論
や
救
急
法
な
ど
の
講

義
が
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
公
認
段
位

制
度
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
公
認
４
～
７
段
位
の

審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

翌
１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年
に
は
公
認
８
段

に
19
名
の
人
た
ち
が
選
ば
れ
、
公
認
範
士
と
し

て
大
塚
博
紀
・
山
口
剛
玄
・
玉
得
博
康
・
小
幡

功
氏
ら
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
１
９
７
７
（
昭
和
52
）
年
に
は
８
つ
の

指
定
形
（
現
在
の
第
一
指
定
形
）
が
制
定
さ
れ

１
９
７
８
（
昭
和
53
）
年
に
は
ビ
デ
オ
の
頒

布
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ち
な

み
に
今
の
全
空
連
マ
ー
ク
が
制
定
さ
れ
た
の
は

１
９
８
１
（
昭
和
56
）
年
で
す
。

　

文
化
継
承
の
本
部
、

　

日
本
空
手
道
会
館
の
建
設

　

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
も
次
第
に
充
実
し
て
い
き
、

１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年
に
は
第
１
回
全
国
高

等
学
校
空
手
道
選
手
権
大
会
が
東
京
・
駒
澤
体

育
館
で
開
催
。
１
９
７
８
（
昭
和
53
）
年
に
は

日
本
武
道
館
が
主
催
し
て
行
っ
て
い
た
全
日
本

少
年
武
道
錬
成
大
会
に
空
手
道
競
技
が
初
参
加

し
ま
し
た
。

　

ま
た
１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
に
は
全
国
中

学
校
空
手
道
選
手
権
大
会
が
開
催
、
さ
ら
に

２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
に
は
全
日
本
少
年
少

女
空
手
道
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
こ
れ
で
小
学
生
か
ら
中
学
生
、
高
校
生
、

大
学
生
ま
で
一
貫
し
た
全
国
規
模
の
選
手
権
大

会
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
近
年
、
最
も
大
き
な
出
来
事
と
い
え

ば
２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
11
月
、
東
京
・
江

東
区
辰
巳
に
４
階
建
て
の
日
本
空
手
道
会
館
が

◆1964（昭和39）年4月　
　全日本空手道連盟設立。
　大浜信泉会長・小幡功理事長・高木房次郎事務局長就任。
◆1964（昭和39）年10月
　江里口栄一理事長（後の専務理事）、坂井武彦事務局長就任。
◆1966（昭和41）年
　第１回ヨーロッパ大会開催。
　EKU（ヨーロッパ空手道連合）発足。
◆1967（昭和42）年
　笹川良一会長就任。財団法人認可申請。
◆1968（昭和43）年
　第19回メキシコオリンピック記念国際大会に選手派遣。
◆1969（昭和44）年
　第1回全日本大会開催（会場・日本武道館）。
　財団法人認可。
◆1970（昭和45）年
　第1回世界大会開催（東京・大阪）。
　個人戦・和田光二優勝。
　団体戦・日本Eチーム（庄司寛監督）優勝。
◆1972（昭和47）年
　第２回世界大会開催（フランス）。
　（財）日本体育協会加盟。
◆1973（昭和48）年
　第３回全日本大会（神戸開催）で女子形採用。
　第１回アジア太平洋大会開催（シンガポール）。
　公認段位制度開始。４～７段位の審査会行われる。
◆1974（昭和49）年
　公認８段位・公認称号制定。
　第1回全国高校生大会開催（東京・駒澤体育館）。
◆1976（昭和51）年
　日体協主催の国体に空手道競技が正式採用内定。
　第5回全日本大会（大阪）で男子形が採用。
◆1977（昭和52）年
　指定形制定。
◆1978（昭和53）年
　日本武道館の少年武道錬成大会に空手道競技が初参加。
　第6回全日本大会（長野）で身長別制が採用。
◆1979（昭和54）年
　日体協の上級コーチ資格開始。
◆1980（昭和55）年
　第5回世界大会（スペイン）で女子形採用、
　組手競技が体重別採用。
◆1981（昭和56）年
　第36回滋賀国体に空手道競技が正式採用。
　第1回ワールドゲームズ開催（アメリカ・サンタクララ）。
　47都道府県連盟が揃う。
◆1982（昭和57）年
　第６回世界大会（台北）で女子組手採用。
◆1995（平成７）年
　全国中学生大会開催。
◆2001（平成13）年
　全日本少年少女大会開催。
　日本スポーツマスターズ大会開催。
◆2008（平成20）年
　第19回世界大会を東京で開催。
◆2009（平成21）年11月
　東京・辰巳に日本空手道会館竣工。

全 空 連 　 小 史

建
設
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
全
国
の

会
員
の
皆
さ
ん
の
寄
付
に
よ
っ
て
で
き
た
、
日

本
の
空
手
道
の
殿
堂
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
全
空
連
は
事
務
局
だ
け
し
か
な
く
、

本
部
道
場
と
呼
べ
る
施
設
が
な
か
っ
た
の
で
、

公
認
段
位
審
査
や
講
習
会
・
審
査
会
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
チ
ー
ム
の
強
化
合
宿
な
ど
の
事
業
は
あ
ち

こ
ち
の
公
共
施
設
を
借
り
て
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
に
よ
り
す
べ
て
が
日
本
空
手
道
会
館

で
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
文
字
通
り
空
手
道
の

日
本
の
窓
口
、
世
界
の
メ
ッ
カ
と
な
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
１
９
６
０
年
代
の
、
空
手
道
に

携
わ
る
人
た
ち
の
熱
い
情
熱
が
、
50
年
近
く
を

経
て
、
現
在
の
よ
う
に
熟
成
さ
れ
、
整
備
さ
れ

て
き
た
の
で
す
。

　

い
ま
私
た
ち
が
空
手
道
に
携
わ
っ
て
い
ら
れ

る
の
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
先
人
た
ち
の
努
力
の

賜
で
あ
り
、
私
た
ち
は
空
手
道
と
い
う
文
化
を

継
承
し
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
す
。

1980 年 10 月、第５回世界大会（スペイン・マドリッド）結団式。

東京・辰巳にできた日本空手道会館。

［メイントピック］

全空連の歩んだ
46年の道のり
全空連の歩んだ
46年の道のり
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●
●
●
不
屈
の
精
神
を
持
つ

　
　
　

ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ロ
ン
グ
さ
ん

　

彼
女
に
最
初
に
会
っ
た
の
は
、
私
が
渡
米

し
て
間
も
な
い
頃
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
空
手

指
導
の
パ
イ
オ
ニ
ア
の
一
人
で
あ
る
出
村
文

男
師
範
の
愛
弟
子
で
、
糸
東
流
６
段
の
彼
女

は
、
鎌
（
か
ま
）
や
ト
ン
フ
ァ
ー
も
使
い
こ

な
す
武
具
の
名
人
で
も
あ
り
ま
す
。
先
日
、

１
９
８
０
年
か
ら
30
年
間
教
え
続
け
て
い
る

彼
女
の
道
場
を
、
数
年
ぶ
り
に
訪
ね
て
み
ま

し
た
。

　
「
こ
こ
で
週
２
回
、
午
後
３
時
か
ら
夜
の

10
時
ま
で
空
手
を
教
え
て
30
年
。
今
も
94
人

の
子
ど
も
達
が
い
る
ん
で
す
よ
」
と
語
る
表

情
か
ら
疲
れ
た
様
子
は
見
え
ま
せ
ん
。
68
歳

と
は
思
え
な
い
気
力
で
す
。

　

そ
ん
な
彼
女
が
空
手
に
興
味
を
持
っ
た
の

は
、
子
ど
も
の
頃
に
父
親
に
連
れ
て
行
か
れ

た
柔
道
場
で
道
衣
姿
の
人
た
ち
を
見
て〝
か
っ

こ
い
い
〟
と
思
っ
た
と
き
だ
そ
う
で
す
。

　

実
際
に
空
手
を
始
め
た
の
は
、
ず
っ
と
後

の
30
歳
の
頃
。
あ
こ
が
れ
の
空
手
衣
を
着
て
、

稽
古
に
励
み
、
子
ど
も
が
で
き
て
も
空
手
を

止
め
る
ど
こ
ろ
か
、
一
緒
に
練
習
や
試
合
に

行
き
、
そ
れ
が
大
切
な
思
い
出
に
な
っ
て
い

る
と
の
こ
と
。
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ュ
ニ
ア
・
チ
ー

ム
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
チ
も
務
め
、
幅
広

く
活
躍
し
た
彼
女
で
す
が
、
決
し
て
楽
に
こ

こ
ま
で
来
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

離
婚
と
い
う
苦
い
経
験
を
し
た
後
、
２
度

の
腰
骨
の
手
術
を
し
て
い
ま
す
。60
歳
に
な
っ

て
か
ら
の
２
度
の
大
手
術
で
す
。
ふ
つ
う
で

あ
れ
ば
、
空
手
に
復
帰
不
可
能
と
思
っ
て
し

ま
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
空
手
を
止
め
る
な
ど

考
え
ら
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
く
る
り
と

し
た
瞳
を
輝
か
せ
な
が
ら
、
彼
女
は
語
り
続

け
ま
し
た
。「
手
術
後
し
ば
ら
く
は
プ
ー
ル
の

中
で
形
の
練
習
を
し
た
ん
で
す
。
最
初
は
大

変
だ
っ
た
け
ど
、
20
回
30
回
と
や
る
う
ち
に
、

だ
ん
だ
ん
筋
肉
が
戻
っ
て
来
る
の
が
分
か
る

ん
で
す
。
試
合
に
も
出
て
み
た
け
ど
、
２
位

に
な
っ
た
と
き
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
」。

　

本
当
に
空
手
が
好
き
な
彼
女
は
も
う
す
ぐ

空
手
指
導
の
一
線
か
ら
退
く
そ
う
で
す
。
そ

の
後
の
夢
は
、
更
な
る
空
手
〝
修
行
〟
と
、

仕
事
で
あ
る
ア
ー
ト
に
時
間
を
注
ぐ
こ
と
。

人
生
最
後
の
瞬
間
ま
で
道
衣
を
着
て
い
た
い

と
い
う
ジ
ャ
ッ
キ
ー
さ
ん
と
空
手
は
、
切
っ

て
も
切
れ
な
い
人
生
の
友
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

●
●
●
共
に
汗
流
す
道
場
仲
間

　
　
　

ヴ
ェ
ラ
さ
ん
と
チ
セ
コ
さ
ん

　

師
弟
と
い
う
関
係
に
関
わ
ら
ず
〝
あ
の
人

が
頑
張
っ
て
い
る
か
ら
私
も
頑
張
れ
る
〟
と

い
う
関
係
が
あ
り
ま
す
。
私
の
道
場
に
こ
ん

な
関
係
が
成
り
立
つ
二
人
の
女
性
が
い
ま
す
。

　

ま
ず
一
人
目
は
、
ロ
シ
ア
移
民
の
ヴ
ェ
ラ

さ
ん
。
彼
女
は
ア
メ
リ
カ
に
移
民
す
る
前
は
、

中
国
武
術
家
の
ご
主
人
と
一
緒
に
旧
ソ
ビ
エ

ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
で
中
国
武
術
を
た

し
な
ん
で
い
ま
し
た
。
旧
ソ
連
で
は
武
術
を

教
え
る
の
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
た
め
、
目
立

た
な
い
場
所
を
探
し
て
練
習
し
て
い
た
そ
う

で
す
。
よ
も
や
警
察
に
見
つ
か
れ
ば
、
逮
捕

さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
か
。
も
ち
ろ
ん
、

屋
内
道
場
な
ど
な
く
、
練
習
は
山
の
中
や
海

辺
の
近
く
。
凍
え
る
よ
う
な
冬
も
外
で
練
習

し
て
い
た
と
い
い
ま
す
か
ら
、
鋼
鉄
の
よ
う

な
堅
い
意
志
が
作
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

　

国
外
持
ち
出
し
金
150
ド
ル
（
当
時
約
３
万

円
）
を
手
に
、
ご
主
人
と
ア
メ
リ
カ
に
移
住

後
、
何
か
の
ご
縁
で
私
の
門
下
生
と
な
り
ま

し
た
。
決
し
て
、
器
用
な
方
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
何
事
も
あ
き
ら
め
な
い
精
神
で
地
道

に
実
力
を
伸
ば
し
、
２
０
０
６
年
に
は
念
願

の
黒
帯
に
な
り
ま
し
た
。

　

剛
柔
流
の
形
が
好
き
で
、
現
在
セ
ー
サ

ン
を
習
得
中
。
私
の
得
意
形
の
一
つ
で
も
あ

る
の
で
、
思
い
入
れ
も
ひ
と
し
お
で
す
。
子

ど
も
の
部
で
は
初
心
者
を
指
導
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
が
、
自
分
の
子
ど
も
の
よ
う
に
皆

に
愛
情
を
注
ぐ
の
は
天
性
で
し
ょ
う
か
。
彼

女
の
本
職
は
子
ど
も
の
精
神
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

で
、
中
に
は
自
殺
未
遂
の
子
ど
も
達
も
い
る

そ
う
で
す
。
そ
ん
な
問
題
を
か
か
え
た
子
ど

も
達
と
向
き
合
う
毎
日
に
「
身
も
心
も
疲
れ

果
て
る
」
そ
う
で
す
が
、
道
場
に
来
て
稽
古

す
れ
ば
、
元
気
に
な
れ
る
と
言
い
ま
す
。「
先

生
、
あ
り
が
と
う
。
今
日
も
す
っ
き
り
し
ま

し
た
」
と
言
っ
て
Ｂ
Ｍ
Ｗ
を
運
転
し
て
帰
っ

て
い
く
姿
は
す
が
す
が
し
く
も
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
人
は
北
海
道
出
身
の
チ
セ
コ
さ
ん
。

２
０
０
５
年
に
48
歳
で
空
手
を
始
め
、
今
夏
、

初
段
を
取
得
し
ま
し
た
が
、
始
め
た
き
っ
か

け
は
息
子
の
空
手
の
練
習
を
見
学
し
た
こ
と

で
し
た
。「
や
っ
て
み
た
い
！
」
と
い
う
衝
動

に
か
ら
れ
、
実
際
に
し
て
み
る
と
…
少
し
ず

つ
自
分
の
体
が
思
い
通
り
に
動
か
せ
る
よ
う

に
な
り
、
難
し
い
と
思
っ
て
い
た
形
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
度
に
、
深
い
満
足
感
を
得
ら

れ
た
、
と
言
い
ま
す
。

　

一
日
12
時
間
の
看
護
師
の
仕
事
を
し
、
遅

れ
て
も
週
２
回
必
ず
稽
古
に
来
る
彼
女
が
空

手
を
ど
う
見
て
い
る
の
か
興
味
深
い
言
葉
が

あ
り
ま
す
。

　
「
空
手
は
奥
が
深
く
、
私
は
ま
だ
そ
の
入

口
に
立
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
そ
の
奥
に
は

何
が
あ
る
の
か
、
自
分
自
身
の
こ
の
目
で
見

て
み
た
い
と
い
う
思
い
で
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
」。
こ
れ
が
、
彼
女
が
空
手
を
止
め
ら

れ
な
い
理
由
で
す
。

●
●
●
ア
メ
リ
カ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

　
　
　

女
子
選
手

　

世
界
の
舞
台
で
活
躍
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
選
手
で
す
が
、
素
顔
は
や
さ
し
い
女

性
達
で
す
。
勉
強
や
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
他
に
道
場
で
の
指
導
と
自
分
の
練
習
に
余

念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
前
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
コ
ー
チ
の
井
垣
英
治
氏
に
よ
る
と
、

チ
ー
ム
と
し
て
、
小
児
科
病
院
な
ど
の
お
見

舞
い
を
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
や
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
性
空
手
家
支
援
な
ど
も

行
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
女
子
選
手

が
女
性
と
し
て
の
特
性
を
活
か
し
、
子
ど
も

や
女
性
支
援
な
ど
の
社
会
奉
仕
を
す
る
の
は

大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

●
●
●
最
後
に

　

今
回
は
、
日
本
の
皆
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、

ア
メ
リ
カ
で
空
手
を
愛
好
し
て
い
る
女
性
を

ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
の
女
性
達
に
共
通

す
る
の
は
、
み
ん
な
空
手
が
純
粋
に
好
き
だ

と
い
う
こ
と
。

　

空
手
が
自
分
の
糧
と
な
り
支
柱
と
な
り
、

空
手
と
共
に
生
き
る
人
生
、
す
な
わ
ち
空
手

〝
道
〟。
日
本
と
ア
メ
リ
カ
を
越
え
て
、
こ
ん

な
女
性
空
手
家
達
に
拍
手
を
送
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
輝
け
、
女
性
空
手
家
達
！

日本の女性空手家の皆さん、こんにちは。浜崎（岡村）鈴子です。
前回に続き、アメリカからのお便り第2弾です。
私は1961年、6歳のときから空手を始めて、来年で50年になります。
その空手人生の半々を日本とアメリカで過ごし、その間にさまざまな女性空手家に出会いました。
今回は、アメリカで出会ったステキな彼女達をご紹介したいと思います。

K A R A T E
in overseas
「 海 外 の 空 手 事 情 」　 浜 崎（ 岡 村 ） 鈴 子 ／ 米 国

［プロフィール］浜崎（岡村）鈴子　
剛柔流空手道五段。1961 年、剛柔流空手道「拳心館」（館長：岡村光康）入門。1981 年、第 36 回国民体育大会・
形の部優勝、第 5 回世界選手権・形の部優勝。1981 年、第１回ワールドゲームス・形の部優勝。27 年前に
アメリカに渡り、現在カリフォルニア州在住。メールアドレス　suzuko@hamasaki.net

筆者道場、カリフォルニアならではの夏恒例ピクニック。ジャッキー・ロング先生（左はじ）とジュニア道場生達。

「かぐや」を手に、OCKD女性道場生達（左から、チセコ初段、筆者、ミズキ 1級、ヴェラ初段）。 ジャッキー先生（右から２人目）と上級生徒達。
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ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

と
ほ
ぼ
同
位
置
で
、
10
月
と
い
え
ど
厚
手
の

コ
ー
ト
と
手
袋
が
ほ
し
く
な
る
。

　

見
事
、
決
勝
に
進
出
し
た
団
体
形
の
メ
ン

バ
ー
。
と
こ
ろ
が
相
手
国
ベ
ト
ナ
ム
が
負
傷

の
た
め
に
棄
権
し
、
決
勝
で
は
形
も
分
解
も

演
武
す
る
こ
と
な
く
勝
利
が
決
定
し
た
の

だ
っ
た
。

　

演
武
が
で
き
な
か
っ
た
悲
し
み
で
、
号
泣

し
な
が
ら
コ
ー
ト
を
後
に
す
る
メ
ン
バ
ー
。

そ
の
と
き
そ
ば
に
い
た
の
が
、
就
任
２
年
目

の
藤
岡
映
里
コ
ー
チ
だ
。

も
う
ひ
と
つ
の
表
彰
式

第
20
回
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会

日
時
／
２
０
１
０
年
10
月
27
日
〜
31
日

会
場
／
セ
ル
ビ
ア
共
和
国　

ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
市　

―
―

第
20
回
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会

　
　

全
日
本
空
手
道
連
盟　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

藤
岡
映
里 

コ
ー
チ

選手１名の競技中、１名のコーチがそばにつく。
熱いまなざしで選手に声をかける藤岡映里コーチ。

　

一
日
の
行
事
が
終
了
し
、
人
々
が
帰
路
に

つ
く
な
か
、
会
場
裏
に
あ
る
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
場
へ
と
、
女
子
団
体
形
日
本
代
表
の

３
人
が
急
ぎ
足
で
向
か
っ
て
い
た
。
監
督
、

コ
ー
チ
ら
に
優
勝
報
告
を
す
る
た
め
だ
。

　
「
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会
」
は
、

１
９
７
０
年
以
来
の
歴
史
が
あ
り
、
今
大
会

は
第
20
回
の
節
目
で
あ
っ
た
（
隔
年
開
催
）。

　

そ
の
開
催
地
、
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
の
首
都

ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
は
、
緯
度
で
い
う
と
北
海
道

■女子形
個人形／宇佐美里香（第３位）
団体形／井上和代・木村陽子・酒居芙美

（優勝）
■女子組手
個人組手 -50㎏／藤井綾
個人組手 -55㎏／小林実希（優勝）
個人組手 -61㎏／宮本優
個人組手 -68㎏／石塚明日美（準優勝）
個人組手 +68㎏／本間絵美子
団体組手／小林実希・宮本優・藤井綾

男子結果、全結果は全日本空手道連盟
ホームページへ
http://www.karatedo.co.jp/jkf

「世界大会」は世界中の国と地域より人々
が参集する、２年に一度のイベントだ。

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

記
録
や
周
囲
の
評
価
、
そ
し
て
自
身
と
闘
う

も
の
だ
が
、
コ
ー
ト
に
立
っ
た
ら
必
ず
何
か

と
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

武
道
の
目
標
の
ひ
と
つ
に
、「
と
ら
わ
れ

の
な
い
心
」
が
あ
る
。
結
果
や
外
見
だ
け
に

と
ら
わ
れ
な
い
精
神
や
技
術
の
こ
と
だ
が
、

人
生
で
も
還
暦
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
山
田

さ
ん
の
次
な
る
目
標
は
、
こ
れ
に
近
い
。

　
「『
揚
子
江
に
流
れ
る
水
の
よ
う
に
』
と
、

あ
る
先
生
に
教
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

勝
敗
で
は
な
く
、
50
代
で
は
出
せ
な
か
っ
た

形
の
深
さ
、
正
し
さ
を
求
め
て
い
き
た
い
」。

　

重
圧
だ
け
で
な
く
、
剥は
く

離り

骨
折
し
て
い
た

右
手
の
人
差
し
指
に
は
一
挙
動
ご
と
に
痛
み

が
走
っ
た
。
で
も
、
苦
し
そ
う
に
優
勝
す
る

姿
は
見
せ
た
く
な
い
。
演
武
を
見
て
「
山
田

さ
ん
、
楽
し
そ
う
だ
ね
」
と
言
っ
て
も
ら
い

た
い
。
そ
し
て
「
そ
れ
が
若
い
み
な
さ
ん
の

希
望
、
勇
気
に
な
れ
ば
」（
山
田
さ
ん
）。　

　

大
河
を
ゆ
く
水
の
よ
う
に
、
ゆ
っ
た
り
と

柔
ら
か
に
空
手
道
と
い
う
道
を
歩
む
。
心
身

と
も
に
と
ら
わ
れ
の
な
い
形
を
演
武
し
て
、

コ
ー
ト
に
立
つ
こ
と
を
楽
し
め
る
。
そ
ん
な

「
生
涯
空
手
」
の
道
が
拓
け
た
ら
い
い
。

揚
子
江
を
流
れ
る
水
の
よ
う
に

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
０
空
手
道

日
時
／
２
０
１
０
年
９
月
18
日
〜
20
日

会
場
／
四
日
市
中
央
緑
地
体
育
館　

―
―

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
０
空
手
道

　
　

女
子
形
２
部
（
50
歳
以
上
）　

優
勝

山
田
安
子 

選
手
（
神
奈
川
）

女子形２部（50 歳以上）８度目の優勝、山田安子
さん（神奈川）。その先にあるものは――。

右が奈須光子さん。長女の沢美さん（右から２人目）、長男の和光さん、次男の宗作
さんの妻・佳代子さん（同３人目）がスタッフとして参加。和光さんの妻・嘉美さん（左）
は応援に！　沢美さんは公認５段位、上級スポーツ指導員の資格を持つ空手家でも
ある。国体などの出場経験もあり「運営側の大変さは予想以上で、感謝している」。

　

８
度
目
の
「
感
無
量
」
だ―

―

。

　

シ
ニ
ア
世
代
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
「
日
本

ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
０
空
手
道
」

で
、
山
田
安
子
さ
ん
（
神
奈
川
）
が
８
度
目

の
優
勝
を
達
成
し
た
。
大
会
史
上
初
で
唯
一

の
大
記
録
で
あ
る
。

　

19
歳
で
入
門
し
た
山
田
さ
ん
は
国
内
外
の

試
合
で
活
躍
。
結
婚
・
出
産
を
機
に
20
年
間

競
技
生
活
か
ら
離
れ
て
い
た
が
、
10
年
前
、

こ
の
「
マ
ス
タ
ー
ズ
」
が
始
ま
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
50
歳
で
現
役
復
帰
し
た
。

　

優
勝
を
重
ね
る
ほ
ど
、
有
力
視
す
る
声
は

強
く
な
る
。
前
人
未
到
の
領
域
に
入
る
者
は
、

■女子形優勝
１部／細田朝野（沖縄）
２部／山田安子（神奈川）
■女子組手優勝
１部／大津秋子（群馬）
２部／安藤陽子（埼玉）
３部／斉藤師保（千葉）

男子結果、全結果は全日本空手道
連盟ホームページへ
http://www.karatedo.co.jp/jkf

「
お
も
て
な
し
」ス
タ
ッ
フ
も
感
動

―
―

コ
ー
ト
の
外
か
ら
大
会
を
支
え
た
ス
タ
ッ
フ

　
　

奈
須
光
子
さ
ん
、 

沢
美
さ
ん
、
嘉
美
さ
ん
、
佳
代
子
さ
ん　

　

地
元
・
三
重
県
空
手
道
連
盟
の
奈
須
和
夫

会
長
の
妻
・
光
子
さ
ん
は
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

を
片
手
に
体
育
館
中
を
回
り
、
大
会
の
様
子

を
記
録
に
残
し
て
い
た
。
３
人
の
お
子
さ
ん

は
全
員
が
空
手
家
で
、
や
は
り
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
大
会
を
下
支
え
し
た
３
日
間
だ
っ
た
。

　
「
お
も
て
な
し
の
三
重
」
を
掲
げ
、
２
年
前

か
ら
準
備
し
て
き
た
三
重
県
の
ス
タ
ッ
フ
。

補
助
員
の
高
校
生
に
は
、
長
時
間
立
っ
た
ま

ま
に
な
る
開
会
式
前
に
バ
ナ
ナ
を
用
意
し
て

食
べ
さ
せ
る
と
い
っ
た
（
朝
食
を
摂
ら
な
い

子
が
多
い
た
め
だ
）
綿
密
な
気
配
り
も
忘
れ

な
か
っ
た
。

　

初
日
を
終
え
た
と
き
、
控
室
で
は
審
判
員

が
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
う
を
振
り
向
き
、「
あ
り

が
と
う
」。ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
は
、
光
子
さ
ん

の
長
女
・
沢
美
さ
ん
の
心
を
温
め
た
。
次
男

の
宗
作
さ
ん
の
妻
・
佳
代
子
さ
ん
は
、
お
茶

出
し
の
合
間
に
試
合
を
覗
く
と
、
エ
ー
ル
を

送
り
た
い
気
持
ち
が
こ
み
上
げ
た
そ
う
だ
。

　

光
子
さ
ん
も
言
う
。「
見

て
い
て
心
が
あ
っ
た
か
く

な
る
ん
で
す
よ
ね
、
こ
の

大
会
は
。
本
当
に
泣
け
て

し
ま
い
そ
う
な
く
ら
い
。

た
だ
勝
つ
感
動
で
は
な
く

て
、
選
手
の
み
な
さ
ん
が

『
何
歳
に
な
っ
て
も
頑
張
っ

て
い
る
』
あ
の
感
動
が
、

伝
わ
っ
て
く
る
ん
で
す
」。

優勝した女子団体形の演武。左から井上
和代、木村陽子、酒居芙美の３選手。

競技と表彰式、特別に実施された演武後、
山本英雄監督（右）らに優勝を報告する
団体形メンバー。藤岡コーチ（左）も祝福。

　

次
に
出
番
を
控
え
る
選
手
が
コ
ー
ト
に

入
っ
て
き
て
い
た
。
そ
の
人
波
を
か
き
わ
け
、

藤
岡
コ
ー
チ
は
大
会
本
部
席
に
向
か
っ
た
。

　
「
演
武
を
さ
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」。

　

藤
岡
コ
ー
チ
の
懇
願
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
コ
ー
チ
で
も
あ
る
佐
久
本
嗣
男
先
生

（
世
界
空
手
連
盟
・
技
術
委
員
長
）
を
経
て

世
界
空
手
連
盟
に
伝
わ
り
、
受
け
入
れ
ら
れ
、

表
彰
式
終
了
後
、
特
別
な
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
形
と
分
解
を
披
露
で
き
る
こ

と
に
な
っ
た―

―

。

　

藤
岡
コ
ー
チ
自
身
は
組
手
選
手
と
し
て

２
０
０
０
年
の
第
15
回
世
界
大
会
で
第
３
位

に
入
賞
し
た
経
験
を
も
つ
。
ま
た
、
宮
城
県

角
田
高
校
教
諭
で
も
あ
り
、
空
手
道
部
か
ら

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
輩
出
し
た
こ
と
も
。

　
「
中
学
２
年
生
の
と
き
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
の
選
手
だ
け
が
道
衣
に
つ
け
ら
れ
る
）

日
の
丸
マ
ー
ク
を
見
て
、『
あ
れ
を
つ
け
て

大
会
に
出
た
い
！
』
と
思
っ
た
ん
で
す
」。

授
業
ノ
ー
ト
に
日
の
丸
を
描
い
て
、
毎
日
、

毎
日
、
日
本
代
表
に
な
る
こ
と
を
夢
見
た
。

夢
は
や
が
て
現
実
と
な
り
、
さ
ら
に
現
在
は

コ
ー
チ
と
し
て
第
２
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
。

　
「
就
任
２
年
目
。
模
索
の
段
階
で
す
が
、

一
流
の
場
所
で
選
手
と
時
間
を
と
も
に
で
き

る
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
女
性
コ
ー
チ
と
し
て
、
女
子
選
手
の

精
神
面
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
」。

　　

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
場
で
は
、
演
武
を

終
え
た
ば
か
り
の
女
子
団
体
形
メ
ン
バ
ー

へ
、
も
う
一
度
、
山
本
英
雄
監
督
か
ら
金
メ

ダ
ル
が
か
け
ら
れ
た
。
か
た
わ
ら
に
満
面
の

笑
顔
で
拍
手
す
る
藤
岡
コ
ー
チ
。「
優
勝
に

ふ
さ
わ
し
い
演
武
だ
っ
た
」
と
、
誰
も
が
感

無
量
の
表
情
で
「
も
う
ひ
と
つ
の
表
彰
式
」

を
見
守
っ
て
い
た
。
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若
井　
武
道
に
縁
の
あ
る
ご
家
庭
で
育
っ
た

そ
う
で
す
ね
。

喜
島　
祖
父
が
柔
道
八
段
で
し
た
。
都
内
で

も
数
ヶ
所
し
か
な
か
っ
た
80
畳
敷
き
の
柔
道

場
を
作
っ
た
人
で
、
遊
び
に
い
く
と
接
骨
院

の
研
修
生
の
お
兄
さ
ん
た
ち
が
相
手
を
し
て

く
れ
た
も
の
で
す
。
父
や
兄
も
柔
道
家
で
す
。

若
井　
空
手
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
。

喜
島　
昭
和
女
子
大
学
短
期
大
学
部
に
入
学

し
、
子
供
の
時
習
っ
て
い
た
茶
道
部
に
入
り

た
か
っ
た
の
で
す
が
、
表
千
家
が
な
く
、
部

活
動
は
諦
め
て
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
し

た
。
で
も
な
ん
だ
か
活
力
が
出
て
き
て
、
運

動
部
を
探
す
こ
と
に
し
た
ん
で
す
。
同
級
生

に
誘
わ
れ
て
空
手
部
を
見
学
し
、
入
部
を
決

意
。
当
時
の
部
長
さ
ん
が
西
谷
賢
先
生
（
慶

應
義
塾
大
学
空
手
道
部
Ｏ
Ｂ
）
の
お
弟
子
さ

ん
で
、
先
生
に
は
昭
和
女
子
大
学
の
師
範
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

若
井　
短
大
卒
業
後
、
す
ぐ
に
フ
ァ
イ
ザ
ー

株
式
会
社
に
入
社
さ
れ
た
ん
で
す
か
？

喜
島　
え
え
。
数
年
間
は
大
学
で
空
手
の
練

習
を
続
け
、
そ
の
後
、
西
谷
先
生
の
助
言
で

フ
ァ
イ
ザ
ー
に
空
手
部
を
作
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長
や
支
店
長

に
慶
應
大
学
空
手
道
部
出
身
者
が
い
て
、
す

ぐ
に
理
解
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
フ
ァ
イ
ザ
ー

空
手
部
と
し
て
大
会
に
出
る
よ
う
に
な
り
、

87
年
の
全
日
本
実
業
団
大
会
で
形
と
組
手
で

優
勝
。
そ
れ
を
期
に
引
退
し
、
指
導
に
回
り

ま
し
た
。

若
井　
社
会
人
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
も
う

一
度
大
学
に
入
っ
た
そ
う
で
す
が
？

喜
島　
仕
事
を
し
な
が
ら
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル

を
伸
ば
す
た
め
に
経
営
学
を
勉
強
し
た
い
、

と
く
に
会
計
を
中
心
に
勉
強
し
た
い
と
思
っ

た
の
で
す
。

　

受
験
を
決
意
し
て
か
ら
は
、
朝
な
る
べ
く

早
く
起
き
て
、
出
社
前
に
勉
強
し
ま
し
た
。

経
営
学
部
３
年
に
編
入
し
ま
し
た
が
、
英
文

学
科
の
出
身
で
す
か
ら
、
経
営
学
の
基
礎
と

な
る
授
業
は
ほ
と
ん
ど
取
り
直
し
た
た
め
、

試
験
前
に
は
大
量
の
暗
記
を
し
ま
し
た
ね
。

　

卒
業
後
は
「
社
内
公
募
制
」
を
使
い
、
患

者
団
体
な
ど
へ
の
支
援
活
動
を
す
る
部
署
に

応
募
し
、
異
動
。
今
に
い
た
り
ま
す
。

若
井　
ご
指
導
は
？

喜
島　
現
役
引
退
後
は
昭
和
女
子
大
学
空

手
部
の
監
督
と
し
て
後
輩
を
教
え
ま
し
た
。

２
０
０
０
年
か
ら
私
が
所
属
し
て
い
る
松
濤

館
流
空
手
道
拳
心
会
（
会
長
・
師
範
：
西
谷

賢
）
で
週
１
回
、
空
手
教
室
を
や
っ
て
い
ま

す
。
生
徒
は
４
歳
か
ら
60
歳
く
ら
い
ま
で
、

40
人
ほ
ど
い
ま
す
。

若
井　
「
か
ぐ
や
」
編
集
チ
ー
フ
と
い
う
責

任
あ
る
立
場
に
抜
て
き
さ
れ
た
と
き
は
？

喜
島　
当
初
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
の
「
か
ぐ

や
」
を
踏
襲
す
べ
き
か
迷
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
、
全
空
連
の
生
沼
剛
事
務
局
長

か
ら
「
好
き
に
や
っ
て
い
い
ぞ
」
と
背
中
を

押
し
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
ね
。

　

私
に
は
知
り
た
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
日
本
に
公
認
段
位
を

も
っ
て
い
る
女
性
が
何
人
い
て
、
審
判
を
し

て
い
る
人
が
何
人
い
る
ん
だ
ろ
う
？ 

と
か
。

「
そ
れ
な
ら
ば
」
と
、
構
成
を
一
変
し
、
デ
ー

タ
を
掲
載
し
始
め
た
と
こ
ろ
、「
こ
ん
な
資

料
が
ほ
し
か
っ
た
」
と
た
く
さ
ん
の
お
便
り

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
時
に
「
か
ぐ
や
」

を
男
性
が
読
ん
で
も
面
白
い
も
の
に
し
た

い
、
と
気
持
ち
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

若
井　
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
る
の
で
、
喜
ん

で
読
ん
で
い
た
だ
け
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

喜
島　
私
の
空
手
教
室
で
は
、
子
供
か
ら
、

特
に
社
会
人
を
中
心
に
教
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
10
年
ほ
ど
通
っ
て
い
る
「
木
曜
会
」

と
い
う
、
慶
應
大
学
空
手
部
Ｏ
Ｂ
の
練
習
会

に
す
ご
く
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。
参
加
者

の
最
高
齢
は
90
歳
。
60
歳
代
は
若
手
で
す
！

80
歳
代
の
人
が
生
き
生
き
と
組
手
や
形
を
す

る
姿
に
「
こ
れ
が
空
手
だ
な
」
と
感
じ
た
ん

で
す
。

　
「
か
ぐ
や
」
の
編
集
に
、
そ
の
視
点
は
往
々

に
し
て
入
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

若
井　
今
後
め
ざ
す
と
こ
ろ
は
？

喜
島　
「
か
ぐ
や
」
を
通
じ
て
女
性
が
空
手

を
す
る
環
境
が
さ
ら
に
よ
く
な
れ
ば
い
い
な

と
思
い
ま
す
。
物
事
を
決
め
る
場
所
に
、
も

う
少
し
女
性
が
増
え
た
ら
い
い
な
、
ま
た
女

性
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
く
と
い
い
と
思
う
ん
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
思
い
か
ら
、「
か
ぐ
や
」は
「
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
」に
し
て
も
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
専
任
コ
ー
チ
や
、
柔
道
や
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
筋
ト
レ
を
専
門
に
さ
れ
て
い
る
先

生
を
引
き
込
み
ま
し
た
。

若
井　
本
当
に
多
忙
な
喜
島
さ
ん
。
ど
の
よ

う
に
体
調
管
理
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

喜
島　
初
動
負
荷
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
整
体
に

行
っ
て
身
体
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
に
注

意
し
て
い
ま
す
。
家
で
も
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー

ル
や
柔
軟
を
や
っ
て
い
ま
す
ね
。

　

心
の
支
え
は
や
は
り
空
手
の
仲
間
で
す
。

そ
し
て
な
に
よ
り
、
本
業
で
、
難
病
で
苦
し

ん
で
い
る
患
者
さ
ん
な
ど
と
接
し
て
い
る
こ

と
。
自
分
も
難
病
で
大
変
な
の
に
、
他
の
同

病
者
を
支
援
し
て
い
る
姿
を
見
て
い
る
と
、

空
手
が
で
き
る
喜
び
、
働
け
る
喜
び
を
痛
感

し
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
落
ち
込
ん

だ
り
、
怒
っ
た
り
し
て
い
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
よ
ね
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
空
手
と
仕
事
が
、
私
を

日
々
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
原
動
力
に
な
っ
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
。

若
井　
今
日
は
貴
重
な
お
話
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

喜
島　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■プロフィール　喜島智香子（きじま・ちかこ）
東京都出身。昭和女子大学短期大学部英文学科卒業。短大１年生のとき空手部に入部。卒業後、ファイザー
株式会社にて空手部を創部。1987 年、全日本実業団空手道選手権大会「形・組手」優勝を果たし現役引退、
指導者に。フルタイムで働きながらスキルアップのため青山学院大学経営学部に編入、卒業。現在、同
社コミュニティー・リレーション部ペーシェント・リレーション担当課長。日々の業務や週末の３分の
１以上を占める出張、講演活動、患者団体などへの支援活動（その一環で情報誌「まねきねこ」を編集）
…と多忙な日々を送りながら、稽古と指導に勤しむ。公認６段。東日本実業団空手道連盟副理事長。
ＪＫＦ主催大会などで場内アナウンスを務める。「かぐや」編集チーフ。

＊プレゼントのおしらせ＊
喜島智香子さんから、読者のみなさまに
プレゼントです。
①ファイザー株式会社
　オリジナルボールペン
②情報誌「まねきねこ」
　オリジナルクリアファイル
以上の２点をセットで５名様にプレゼン
トします。

「かぐや」への感想とご連絡先（住所、氏
名、電話番号）を記入のうえ、「喜島智
香子プレゼント希望」と明記して「かぐ
や」編集部までメールでご応募ください。
１月31日締め切りです。
kaguya-dk-karatedo@japan-sports.or.jp

リレー

イン タビュー

空手と
　私の

仕事が
原動力に

空手と
　私の

仕事が
原動力に

第3 回 喜島智香子さん （インタビュアー　若井敦子）

①

喜島さん（前列中央）が指導にあたる
ファイザー空手部のみなさんと。

［編集チーフ］
喜島 智香子

（ファイザー株式会社）

［編集スタッフ］
三村 由紀

（防衛大学校）

［編集スタッフ］
若井 敦子

（西濃運輸）

［編集・制作］
小池 勝

（楓門社）

［編集・制作］
小日向 藍菜

（月刊 JKFan 編集部）

前回は… 前々回は…

今回は…

東京都・新宿駅から歩いて数分。
喜島さんの勤務先、ファイザー株式
会社にて取材しました。

そして… そして…

②
編集スタッフ
も愛用してい
ます。

「かぐや」は第５号からスタッフと内容を一新、リニューアルスタートしました。
その編集チーフが、ファイザー株式会社に勤務する喜島智香子さんです。
空手道や仕事、「かぐや」への情熱を、スタッフの一人・若井敦子さんが聞きました。
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コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

ス
ト
レ
ッ
チ
シ
リ
ー
ズ
最
後
の
テ
ー
マ
は
、

「
股
関
節
周
囲
の
ス
ト
レ
ッ
チ
」
で
す
。

開
脚
動
作
と
関
連
が
深
い
内
転
筋
群
の
ス
ト

レ
ッ
チ
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。「
春
号
」

か
ら
「
秋
号
」
に
か
け
て
掲
載
し
た
内
容
を

参
照
の
う
え
ご
活
用
く
だ
さ
い
ね
。

監
修
者
／
大
石 

益
代
（
国
立
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
）

1969 年東京都出身。日本大学文理学部体育学科卒業。
米国ネバダ州立大学ラスベガス校（UNLV）ヘルスサイ
エンス学部卒業（アスレティックトレーニング専攻）。
NATA 公認アスレティックトレーナー、NSCA 公認スト
レングス＆コンディショニングスペシャリスト。
2003 年 12 月より国立スポーツ科学センター（JISS）ス
ポーツ科学研究部トレーニング指導員（常勤）。2005 年
9 月よりフリーとなり、ソフトボール女子日本代表チー
ムトレーナーや JISS 非常勤トレーニング指導員等で活
動中。

大石益代（おおいし・ますよ）
（財）日本ソフトボール協会
ナショナルチームトレー
ナー

ストレッチ４
「四股立ち」で腰が落とせない…

　「しゃがむ」という動作の場合、股関節周囲の柔軟性が大きく関与します。
特に臀部（お尻）やハムストリングス（もも裏）の筋肉が硬いと、うまく腰を
下ろしていくことができません。または、大腿前面の筋肉が強く張っている場
合、しゃがんでいくと股関節が「つまる」感じで曲げにくくなります。
　「四股立ち」のように、開脚で腰を落とすような場合は、「ヒップアダクター」
と呼ばれる股関節内転筋群の柔軟性が求められます。おおざっぱに言うと「内
もも」の筋肉となりますが、内転筋群の他、縫工筋という腰骨から膝の内側に
ついている長い筋肉が硬くなっている場合、この動作がしにくくなります。で
すので、この縫工筋を含め内転筋群が硬い場合は、座りながら股関節を開きつ
つ、前腕や肘で押圧していきながら伸ばしていくと、徐々に筋緊張がゆるんで
きます。
　まずはセルフマッサージのようにほぐしてからストレッチに移行することを
お勧めしますが、その際は「かぐや 2010年春号」でもご説明したように、非
荷重の（= 体重がかからない）ストレッチだけではなく、荷重した（＝体重を
かけた）状態でのストレッチを多く取り入れていきましょう。左ページの「ス
トレッチ４〜７」と「動的ストレッチ１」のような順序で試してください。

座位４の字

＊注意！膝が痛い人、腰が痛い人は無理をしないでください。

椅子に座って、片足を逆足の上に載せ、4の字に開脚する。
前腕や肘を使って、脚の付け根から膝近くまで圧をかけな
がら、ももの内側を伸ばしていく。

ストレッチ５ カエル脚A（非荷重）

仰向けで足裏を合わせて静か
にストレッチ。両膝を上下に
バタバタさせてゆるませる。
次に、おへそを両足に近づけ
るように、息を吐きながら体
を前傾させていく。
両手でつま先を持ちながら
行ってもよい。

ストレッチ６ カエル脚B（荷重）

両手を前について、開いた両膝に体重をかける。息を吐き
ながら、恥骨を地面に近づけるように下ろす。　
その後、前後にゆっくり動いてみる。

ストレッチ７ 片脚台乗せ（荷重）

片脚を台の上に載せ、膝とつ
ま先をやや外に向けた状態
で、上体を脱力する。息を吐
きながら、さらに右手が床方
向に引っ張られるように伸ば
す。台に載せた脚の内転筋群
が伸ばされ、逆足のハムスト
リングスや背中の筋肉も伸ば
される。

動的ストレッチ１ ロープくぐり（荷重）

両腕は脱力して体の前にぶらさげ、両膝を開いて腰を落と
し、ロープを中心にして、左右への体重移動をしながら、
少しずつ前進し、ロープの端まで行ったら同様に後退する。

ストレッチ２ 腸
ちょう

頚
け い

靭
じ ん

帯
た い

A

あお向けになり、右足を左膝
の上にのせ、左膝を内側に倒
し、左の腸頚靭帯をストレッ
チする。同様に右側も行う。

ストレッチ３ 腸
ちょう

頚
け い

靭
じ ん

帯
た い

B

右手で左膝を床方向に軽く押
して、左の腸頚靭帯をスト
レッチする。腰のあたりから
つながってストレッチされる
感覚が得られる。

ストレッチ１ 臀
でん

部
ぶ

と腸
ちょう

腰
よ う

筋
き ん

の複合ストレッチ

両手を前について、右脚を前
に出して膝を曲げ、左脚は後
方に伸ばす。この状態で、左
股関節の前面と右臀部がスト
レッチされる。腰が外側に逃
げないように、左股関節を床
に押しつけるようにする。

さらに、左腕を上斜め方向に
伸ばし、「左大腿部前面（前も
も）～股関節～腰～脇の下」
というように、体の左サイド
を全体的に伸ばす。
同様に左脚を前にして行う。

ストレッチ４～７と動的ストレッチ１
「股関節の内側（内転筋群）」を伸ばす

ストレッチ１
「股関節の前側
＋後側（臀部）」
を伸ばす

ストレッチ２～３
「股関節の外側」
を伸ばす

脚の付け根から…
圧をかける場所を
ずらしていこう

① ①

②
横から見たところ

13 ページ

12 ページ

●各ストレッチで伸ばす部位●
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────　編集後記　────
先日、日本武道代表団の一員として、メキシ
コ合衆国へ行ってきました。これは日本武道
館が世界各地で武道の技と心の真髄を披露
し、同時に武道関係者との交流稽古を行うな
ど、武道を通して国際交流と友好親善の促進
に寄与する目的で行われているものです。空
手道は計６名で演武をしてまいりました。次
号の「かぐや」でみなさんにご報告いたします。

（ＣＫ）

アッと言う間に今年も終わり。
時の過ぎることの何と早いことか…。
それはもう老けるヒマがないほど（笑）！
スピード感に満ち溢れ、ワクワク満載の１
年でした。走り続けたこの１年が、来年へ
の助走となりますように…。
Hop  Step  And  Jump!!
新年も爽や
かな風をい
つも感じて
いられるよ
う、走りま
すよ～！

（ＡＷ）

●
質
問
１　

和
道
流
の
特
徴
は
？

　
「
柔
術
（
じ
ゅ
う
じ
ゅ
つ
）」
に
見
ら
れ

る
「
流
す
」「
乗
る
」「
往
な
す
（
い
な
す
）」

と
い
っ
た
身
体
の
さ
ば
き
方
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。

　

相
手
の
攻
撃
を
力
を
も
っ
て
制
す
る
の

で
は
な
く
、
身
体
の
さ
ば
き
方
に
よ
っ
て

受
け
流
し
ま
す
。
受
け
流
す
動
作
が
攻

撃
に
も
な
る「
攻
防
一
致
（
こ
う
ぼ
う
い
っ

ち
）」、「
転
位
、
転
体
、
転
技
（
て
ん
い
、

て
ん
た
い
、
て
ん
ぎ
）
の
三
位
一
体
（
さ

ん
み
い
っ
た
い
）」、
こ
れ
も
特
徴
の
一
つ

で
す
。
基
本
、
移
動
基
本
、
形
、
組
手
の

ほ
か
「
基
本
組
手
」「
居
捕
り
（
い
ど
り
）」

「
短
刀
捕
り
（
た
ん
と
う
ど
り
）」
と
い
っ

た
練
習
体
系
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
質
問
２　

い
つ
、
誰
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　

創
ら
れ
た
流
派
で
す
か
？

　

創
始
者
は
大
塚
博
紀
（
お
お
つ
か
・
ひ

ろ
の
り
、１
８
９
２
～
１
９
８
２
）
先
生
。

幼
い
頃
か
ら
「
柔
術
」（
お
も
に
神
道
揚

心
流
＝
し
ん
と
う
よ
う
し
ん
り
ゅ
う
＝
柔

術
）
を
学
び
、
後
に
船
越
義
珍
先
生
に
師

事
。
柔
術
と
沖
縄
空
手
術
を
融
合
し
ま

し
た
。
ま
た
、
摩
文
仁
賢
和
、
本
部
朝

基
と
い
っ
た
先
生
方
と
も
交
友
を
深
め

て
い
ま
す
。

　

１
９
３
４
年
４
月
、
大
塚
先
生
は
東
京

都
内
（
神
田
末
広
町
）
に
道
場
を
開
設
。

空
手
に
柔
術
の
技
を
取
り
入
れ
た
技
術

を
創
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
柔
術
は
古

語
で
「
和
術
」
と
も
い
い
、
ま
た
、
和
を

尊
ぶ
精
神
を
か
か
げ
、
１
９
３
８
年
11

月
に
流
派
名
を
「
和
道
流
」
と
し
ま
し
た
。

●
質
問
３　

ど
の
よ
う
な
立
ち
方
が

　
　
　
　
　

あ
り
ま
す
か
？

　

２
つ
を
例
に
挙
げ
ま
し
ょ
う
。
上
の
イ

ラ
ス
ト
「
ナ
イ
ハ
ン
チ
立
ち
」「
セ
イ
シ
ャ

ン
立
ち
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

●
質
問
４　

和
道
流
の
指
定
形
は
？

　

第
一
指
定
形
は
、

　
「
セ
イ
シ
ャ
ン
」「
チ
ン
ト
ウ
」

　

第
二
指
定
形
は

　
「
ク
ー
シ
ャ
ン
ク
ー
」「
ニ
ー
セ
ー
シ
ー
」

●
質
問
５　

形
の
演
武
で

　
　
　
　
　

大
切
な
こ
と
は
？

　

体
軸
を
使
っ
た
演
武
を
意
識
す
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
基
本
の
意
味
を
理
解
し
、

丁
寧
に
稽
古
す
る
こ
と
で
習
得
し
ま
す
。

　

最
初
に
立
ち
方
は
「
ナ
イ
ハ
ン
チ
」
で

練
習
し
ま
す
。「
セ
イ
シ
ャ
ン
」
で
練
磨

し
、「
チ
ン
ト
ウ
」で
は
応
用
を
学
び
ま
す
。

移
動
、
体
さ
ば
き
、
技
が
一
致
し
、
無
駄

な
力
の
抜
け
た
形
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

監修／柳田俊介 先生
やなぎた・しゅんすけ　1943年、栃木
県宇都宮市出身。1961年、東京農業
大学空手部にて和道流の空手を始める。
東京都空手道連盟、全日本空手道連盟
にて選手強化委員長を歴任。都空連常
任技術顧問。全空連公認８段、範士、
一級資格審査員。和道会常任理事、審
判部会長。

和
道
流
（
わ
ど
う
り
ゅ
う
）
に
は
「
柔
術
（
じ
ゅ
う
じ
ゅ
つ
）」
の
技
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
、
四
大
流
派
の
中
で
も
珍
し
い
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
さ
て
、
和
道
流
に
は
ど
ん
な
動
作
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

和 道 流
知りたい！
流派の特徴
その３

セイシャン立ち
（せいしゃんだち）

ナイハンチ立ち
（ないはんちだち）

身体は正面を向く。

足幅は肩幅より
やや広め。

つま先の上に
膝がくるよう、
腰を落とす。

11 月吉日、教え子の結婚式に出席しまし
た。新郎も新婦も、そしてこの写真に写っ
ている子たちも、学生時代全員空手道に汗
を流していました（過去形？）。
先輩方や後輩も含め、私の知る範囲でです
が、空手家同士の結婚って意外と多いみた
いですね。私の夫は違いますけれど。
読者のみなさまに、新婚さんの幸せのお
すそ分け…結婚
式って何度出席
しても良いもの
で す ね。 末 永 く
お幸せに！

（ＹＭ）

ま
し
た
。
ま
た
、
私
か
ら
も
「
手
引
」
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
男
女
全
員
に
と
っ
て
の
必
修
と

な
る
以
上
、「
護
身
」
と
い
う
利
点
が
多
い

空
手
道
を
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で
あ
り
、「
か

ぐ
や
」
読
者
の
女
性
空
手
家
の
皆
さ
ん
に

も
、
ぜ
ひ
力
を
お
貸
し
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
次
は
代
表
者
に
よ
る
研
究
成
果

の
「
発
表
」
の
時
間
で
す
。
別
掲
の
よ
う

に
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
報
告
が
あ
り
、

活
発
な
質
疑
応
答
は
会
員
同
士
の
い
い
刺

激
と
な
り
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
Ｊ
Ｋ
Ｆ
事
務
局
長
・
生
沼
剛

先
生
を
含
め
、出
席
者
の
皆
さ
ん
か
ら
「
１

校
で
も
多
く
の
中
学
校
に
空
手
道
が
採
用

さ
れ
る
よ
う
、
関
係
者
は
運
動
し
て
い
く

べ
き
」
と
の
総
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
き
な
収
穫
で
し
た
。

＊
＊
＊

　

２
０
１
１
年
２
月
19
日
（
土
）
に
は
、

関
西
で
は
じ
め
て「
空
手
道
専
門
部
会（
空

手
道
研
究
会
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開

催
し
ま
す
。
詳
細
は
未
定
で
す
が
、
京
都
・

立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
内
、
末
川

記
念
会
館
が
会
場
で
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ｋ
Ｆ
情
報

第
43
回
日
本
武
道
学
会

空
手
道
は
中
学
校
武
道
必
修
化
が
テ
ー
マ

　

第
43
回
日
本
武
道
学
会
が
９
月
２
日

（
木
）
と
３
日
（
金
）
の
両
日
、
東
京
・
明

治
大
学
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
さ
れ
、

２
日
目
に
は
同
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
て
空
手

道
専
門
分
科
会
も
開
か
れ
ま
し
た
。

　

専
門
分
科
会
で
は
、
道
原
伸
司
先
生
が

武
道
学
会
名
誉
会
員
と
な
ら
れ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
、
道
原
先
生
の
挨
拶
に
続
き
、

（
専
門
分
科
会
と
し
て
の
）
企
画
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
中
学
校
武
道
必

修
化―

空
手
道
授
業
に
向
け
て
」
で
す
。

　
（
財
）
全
日
本
空
手
道
連
盟
（
Ｊ
Ｋ
Ｆ
）

が
作
成
し
た
「
空
手
道
指
導
の
手
引
」
に

つ
い
て
、
北
海
道
北
広
島
市
立
東
部
中
学

校
校
長
／
河
野
匡
宏
先
生
（
Ｊ
Ｋ
Ｆ
常
任

理
事
）
か
ら
、
武
道
必
修
化
や
「
手
引
」

作
成
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
お
話
が
あ
っ

た
あ
と
、「
柔
道
・
剣
道
・
相
撲
」
に
か

え
て
空
手
道
が
中
学
校
授
業
に
採
用
さ
れ

る
べ
く
、
空
手
道
界
全
体
が
一
丸
と
な
っ

て
、
努
力
し
、
運
動
を
お
こ
な
っ
て
い
く

べ
き
と
の
強
い
意
欲
を
示
し
て
い
た
だ
き

空
手
道
を「
学
問
」
と
し
て
研
究
し
た
成
果
や
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
報
告
す
る

学
会
が
、
９
月
に
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

道原先生（右）の挨拶。左は小山先生。（写真提供／日本武道館）

発表者と内容
■嘉手刈徹さん
　「空手の名称の変遷
　―手（ティー）から唐手（から
て）への変容―」

■井下佳織さん
　「空手道教材と指導者講習会
および映像教材の可能性」

■牧野博美さん
　「空手道における障害と予防」
■江川玟成先生
　「間合いについての一考察」
■横山慶一さん
　「中学体育へ空手道が果たし
うる役割」

我が S チームで挑んだ、今年度を締
めくくる試合でのショット！

 わ 　 ど う  り ゅ う

「内八の字立ち」
（内輪立ち）の立
ち方となり、脚を
軽くしめる。

前足はつま先
を内側（内輪）
に向ける。

足幅は肩幅より
やや広め。

身体は正面を向く。日
本
武
道
学
会　

空
手
道
専
門
部
会

常
任
委
員　

小
山 

正
辰

空
手
道
専
門
分
科
会
・

空
手
道
研
究
会
事
務
局

　

〒
２
９
９
ー
５
２
９
５　

　

千
葉
県
勝
浦
市
新
宮
８
４
１　

　

国
際
武
道
大
学　

松
井
研
究
室
内

　

電
話 　
０
４
７
０
（
７
３
）
４
３
４
８

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
０
（
４
６
６
３
）
０
０
９
２

　

kantaro@
budo-u.ac.jp

後足はつま先
をわずかに内
側に向ける。



か
ぐ

や
2

0
1

0
年

冬
号

　
平

成
2

2
年

1
2

月
1

日
発

行
(年

４
回

発
行

）
通

巻
1

1
号

　
発

行
／

財
団

法
人

全
日

本
空

手
道

連
盟

　
〒

1
3

5
-0

0
5

3
 東

京
都

江
東

区
辰

巳
1

-1
-2

0
 日

本
空

手
道

会
館

　
事

務
局

／
0

3
-5

5
3

4
-1

9
5

1
　

編
集

室
／

0
3

-3
3

1
5

-5
0

5
1


